














の領域BO2「 地域連関の論理」に属す 「東南アジア地域体系の形成 と周辺地域の関与」
班の中間報告である。
この研究班の研究目的は、東南 アジアに焦点 を合わせつつ、地域が地域 としての特徴
を形成 ・維持 ・変更 してい く過程を、その地域 自体の力学 と周辺地域の関与 とを相互連
関させて分析することにより、マクロな視点から総合的地域研究の手法確立に寄与する
ことである。
そもそも、いかなる地域 も、一つの世界 に組み込 まれている部分であり、そこには部
分 としての域外依存性 とともに、その地域が全体の中で周辺と区別できる一つの部分 と
























このように対角線的に対立する東南アジアの見方に対 し、第3の 視点 を提示 しようと
する問題意識が本共同研究の背景にある。すなわち、地域の特性 を、域外に対する自律








その周辺とが別々の もの として認識できるような構造が存在 している状態が地域連関で
ある。地域連関の論理は、広域世界を対象にし、その対象の部分 として地域像が現れ、確





や 「r地域」の語 り口 東南 アジア像 を通 して見 る認識方法」r社会科学の方法VII
政治空間の変容』(岩波書店、1993)で議論 している。本共同研究の実施に際 しては、
そこで提示 しているような方法論に明示的にしたがうことを研究の出発点にしなかった。
しか し地域連関の論理 を解明するにあたっては、自ずと、東南アジア対周辺地域 という
所与の存在間の関連を分析するのではな く、広域世界の中に東南 アジア的なもの と域外
的なものとの関係を浮かび上が らせるような共同研究へ と進んだ。
以上のような目的意識で1993年 から共同研究を進めてきたが、本書は95年 夏ま
?
での分担研究の中間的成果をまとめたものである。不慣れな編集作業に手間取ったり、印
刷 ・配付が諸般の事情で遅 くなったりしたが、本書に対する批評を踏まえて最終的な共
同研究成果をまとめたい。忌悼ない批判を筆者や各章の執筆者にお寄せいただきたい。
また1996年1月 にはこの研究班が企画の中心のひとつ となって、シンポジウム「東
南アジア世界の形成と地域連関の論理」が開催された。このシンポジウムの記録は別途
刊行 される。地域連関の論理を考えるに際し、そちらも参考に していただけると幸甚で
ある
(1996年5月)
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